
～ご挨拶（小島より）～ 平年より高い気温で季節感が狂ってしまいますが、
いよいよ１１月となり、今年の集大成を迎える時期に入ってきました。この一
年学業において、やり残したことがないように過ごしてください。さて、来月
はセミナーも開催する予定です。決まりましたら、ご案内させていただきます。
受験生の生徒さんは、受験を終えても、その先にある新たな課題と向き合い、
引き続きカテキヨーを継続してみてください。よろしくお願いいたします。

来月の事務局情報

【新規生体験パック】
〇秋冬お得な４８０分パック実施中（12/15迄）
〇お手頃コースも新登場！！
〇９０分×２回授業⇒１.１万円パック
〇６０分無料体験実施中 ※本契約後体験と同じ先生で授業を継続いたします。
【吉澤先生による新鹿沼駅前校限定中３グループレッスン開講中】
〇毎週水曜日理科・社会 ２０時～２０時５０分
【中３下野模試】
〇１２月２日土曜日（解説授業申込制）
【その他】
〇高校入試セミナー開催予定
〇推薦受験者フォロー中（面接演習・志望理由書添削・小論文添削）
〇新規生紹介ＣＰ通年実施中
〇個別進路相談受付中
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↓下のグラフは、日本の少子化問題が年々進行してお
り、それによって、大学入学者数や定員充足率の低下
にも波及しております。今、大学側に求められるもの
は何なのか？選ぶ立場としては、色々と考えさせられ
る問題となっております。→に続く

【大学に求められることとは】
①都市部に集中している生徒を
分散させるために、地方大学の
充実が必要となります。地域に
密着した教育、研究を行い、そ
れに即した地元での就職先で、
社会貢献ができるような形がよ
り求められるでしょう。
②大学側は特色、魅力あるカリ
キュラムを時代に即した形で変
容することも一つであります。
企業が求める教育内容を取り入
れて、人材育成できる教科の整
備も大切になってきます。
※地域の方々と大学生との交流
なども盛んに行い、問題点の共
有などをしていけると、そこか
ら新たな発見につながることも
期待されます。まだまだ進化す
べき点は多く残されているよう
に感じます。


